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ヱーズ不可侵条件(Phase-ImpenetrabilityCondition}J (PIC)が提案されてし、る。これらの「フェーズj 及び iPICJ は
言語計算の局所性を保証し、それ故、言語計算の負担を軽減するものとして考えられている。しかしながら、現段階で





































(*[CP J:f71ali did he wonder [cp where John put tJ]? / [cp J:f71at α由esd田sthe FBI know [cp how ωsolve tJ]?)。具体
的には、現行の CP と d とし、う特定の範轄を「フェーズ」の単位とする枠組みでは、いずれの文も不適格なものとし
て派生がF白土されると予測されるが、実際には、間接疑問文が非定形節の場合には派生が収束している。また、統語操
作の局所性を導くものとして位置づけられてし、る「欠如要素介在制約J も、間接疑問文が非定形節の事例をいずれも誤
って排除してしまう。以上の理由から、本章では「フェーズj の単位を CP と却とし、う特定の範需に規定せず、第 3
章で提案した fフェーズ」の派生条件を CP に適用した、以下の派生条件によって上述の事例が適切に予澱可能である
95 
ことを示す。
(必主要部 T と一致し、解釈不可能素性の値が全て決定した主要部 C は CP フェーズ、を形成するo
Bo紘ovié(996)のコントロール不定言司節に生じる T の素性に関する観察から、「定形節の T は C との一致関係により、










第 5 章 フェーズ、の派生条件の拡大適用とその帰結
本章では、第 3章での提案から、様々な「島」の現象がどのように説明されるのかを議論していく。
まずは、「付加詞条件J (*WhadidM町ysee John [p after meeting M? / * whαdidJohn ∞me back [cp before 1 had 





た場合、「特定性条件J (*防'hadidyou 田e?}P the / each picture of M? / *防包αdidyou see [np a picture ofιthatI liked 
most]? 円防'hadid you see [np pictures of t that 1 liked most]? / whαdid you see [np a p兤ture of M? /防笠αdidyou 
see [np 中/several pictures of M?)と呼ばれる「島」の現象に対して、第 3章での議論から、適切に予測可能であること
を示す。
加えて、本章では主語と目的語の一致に関する構造上の違いに着目することにより、「主語条件J (Whαdid John hear 




















よび独立して設けられている Defective Intervention Constraint (DIC)の問題点を指摘して
いる。
第 3 章では、従来の CP と vP をフェース、とする定義の問題点を指摘し、代案として素性照
合が完了した範需がフェーズになるとする派生的定義を提案し、それにより従来の問題点を
克服するとともに、上記の DIC が果たしていた働きを導き出せることを論じている。 DIC の
問題点はそれまでも指摘されていたが、 DIC の効果をきわめて簡潔に導きだせていることは
特筆に値する。
第 4 章では、前章での提案を特に節の領域の現象に適用し、 wh 島の制約と優位性条件が導
き出せること、および英語の過剰上昇構文と日本語の長距離かき混ぜ構文の示す局所性も捉
えられることを論じている。本章におけるフェーズにかかわる中核的現象の説明は説得力が
ある。
第 5 章では、本論文の提案を副詞節や名調句の領域の現象に拡張適用し、付加詞条件、特
定性条件、主語条件の説明を試みている。このような広い射程を持つ体系化は前例のない試
みであり、今後の精轍化により、大きな成果が期待される分析である。
第 6 章は結論であり、本論文のまとめを行っている。
以上、要するに、本論文は、統語計算の局所性をつかさどる中心的概念であるフェーズ、に
ついて、新しい提案を行うことにより、余剰性を持たない簡潔で、かっ射程の広いシステム
が得られることを具体的言語事実に基づいて論じたもので、情報科学の発展に寄与するとこ
ろが少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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